
「
側
水
の
音
」

序

(
初
編
か
ら
十
六
編
・

翻
案。

キ
ー
ワ
ー
ド
一
口
狂
俳

口
明
治
期

口
名
古
屋
文
化

は
じ
め
に
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名
古
屋
の
狂
俳
界
は
、
明
治
十
二
(
一
八
七
九
)
年
三
月
「
狂
俳
名
吟
新
誌
」

(
松
風
社
刊
)
創
刊
以
後
、
月
次
集
の
創
刊
が
続
き
、
第
二
次
隆
盛
期
を
迎
え

る
。
こ
の
風
潮
の
中
、
芭
蕉
の
「
古
池
や
」
の
句
か
ら
「
水
の
音
」
を
社
名
と
し

た
水
音
杜
が
設
立
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
同
十
五
年
に
名
古
屋
で
創
刊
さ
れ
た

狂
俳
雑
誌
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
水
の
音
」
(
月
次
集
、
漠
水
堂
刊
)
で
あ

る
。
本
書
は
そ
の
後
、
角
書
に
変
遷
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
毎
月
一
回
、
少
な
く
と
も

大
正
五
(
一
九
二
ハ
)
年
頃
発
行
の
三

O
六
続
ま
で
、
三
十
五
年
間
続
き
、
名
古

屋
の
狂
俳
活
動
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
。

四
十
一
編
)

一邑

田

手口

子

い
ま
だ
す
べ
て
を
見
て
は
い
な
い
が
、
見
る
こ
と
の
で
き
た
中
で
、
初
編
か
ら

十
六
編
(
同
十
六
年
九
月
)
ま
で
(
十
三
編
序
は
未
見
。
欠
丁
か
)
と
四
十
一
編

(
同
十
八
年
十
月
)
に
、
撰
者
た
ち
が
順
に
序
を
付
し
て
い
る
。
他
に
、
五
十
編

か
ら
五
十
二
編
、
五
十
四
編
・
五
十
五
編
で
多
桜
子
に
よ
る
「
俳
譜
冠
句
の
履

歴
し
を
連
載
す
る
し
、
六
十
四
編
で
は
「
俳
譜
単
句
改
良
緒
言
」
を
掲
載
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
初
期
の
雑
誌
に
は
、
上
位
旬
を
掲
載
す
る
だ
け
で
な
く
序
が
付
さ

れ
、
撰
者
た
ち
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
「
名
古
屋
『
雅
風
教
会
規
約
』
に
み
る
教
導
職
制
度
の
影

響
」
(
「
椙
山
国
文
学
」
お
)
を
ま
と
め
、
そ
こ
か
ら
伝
統
の
意
識
と
革
新
の
意
欲

が
み
て
と
れ
た
。
そ
れ
は
、
明
治
期
の
東
海
地
方
の
俳
壇
で
は
、
教
導
職
制
度
を

取
り
込
み
活
用
し
て
、
勢
力
の
拡
大
を
は
か
り
な
が
ら
、
蕉
風
俳
譜
の
伝
統
を
受

け
継
ぐ
意
識
と
、
蕉
風
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
独
自
な
俳
譜
を
め
ざ
す
革
新
の
意
欲
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が
共
存
し
た
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
の
雅
風
教
会
は
、
明
治
二
十
年
に
「
水
の
音
」

の
撰
者
た
ち
に
よ
っ
て
設
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
初
編
か
ら
十
六
編
ま
で
の
序
と
四
十
一
編
序
を
翻
刻
紹

介
し
、
販
売
書
庖
一
覧
、
撰
者
各
員
録
を
末
尾
に
ま
と
め
て
紹
介
し
た
い
。

な
お
、
『
未
刊
雑
俳
資
料
』

u
mに
、
「
水
の
音
」
五
十
一
編
と
、
引
札
(
四

十
二
編
・
四
十
四
編
・
五
十
六
編
・
百
四
十
四
編
)
の
翻
刻
が
載
る
。

さ
て
、
「
水
の
音
」
は
、
小
本
(
一
八
糎
×
一
二
糎
程
度
)
で
、
十
丁
程
度
の

小
冊
子
で
あ
る
。
半
丁
に
一
撰
者
の
撰
句
十
句
を
載
せ
、
販
売
書
居
一
覧
や
撰
者

各
員
録
を
備
え
る
。

書
名
は
、
初
編
の
表
紙
に
「
慨
水
の
お
と
初
編
」
(
傍
点
は
富
田
に
よ
る
)
と

あ
る
の
で
、
「
み
ず
の
お
と
」
と
読
む
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
二
編
以
降
、
表

紙
の
表
記
は
、
雨
水
の
音
二
編
」
と
、
「
お
と
」
が
「
音
」
の
表
記
に
か
わ
る
。

角
書
は
四
十
編
ま
で
「
狂
俳
」
で
あ
る
。
そ
の
後
、
四
十
一
一
編
か
ら
「
僻
水
の

音
四
十
一
編
」
と
「
単
俳
」
と
角
書
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
変

遷
し
て
い
く
。

な
お
、
四
十
編
は
表
紙
・
見
返
し
・
奥
付
の
表
記
が
特
異
で
あ
る
。
表
紙
は

「
舶
水
乃
音
叢
誌
四
拾
編
」
と
あ
り
、
奥
付
(
後
掲
)
か
ら
、
松
井
又
左
衛
門

が
編
輯
人
に
加
わ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
後
掲
す
る
「
撰
者
各
員
録
」
の
人
数
が
十

三
名
か
ら
二
十
名
に
増
え
、
更
に
、
販
売
所
も
四
十
一
編
掲
載
分
か
ら
三
十
二
屈

に
増
え
る
か
ら
、
角
書
だ
け
で
な
く
、
販
売
所
一
覧
や
撰
者
各
員
録
か
ら
も
、
こ

の
頃
に
お
こ
っ
た
変
化
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

見
返
し
に
定
価
の
表
記
が
あ
り
、
初
編
か
ら
五
編
ま
で
定
価
三
銭
、
六
編
か
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ら
十
編
ま
で
三
銭
五
厘
。
十
一
編
か
ら
四
銭
。
五
編
刊
行
時
に
そ
れ
ま
で
の
五

編
を
ま
と
め
た
合
本
が
五
銭
。
価
格
は
、
現
在
の
五
百
円
く
ら
い
か
。

と
こ
ろ
で
、
「
水
の
音
」
五
編
(
明
治
十
五
年
九
月
)
序
に
、
「
七
十
四
翁
水

魚
園
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
魚
園
は
文
化
六
(
一
八

O
九
)
年
生
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
「
撰
者
各
員
録
」
に
、
「
大
曽
根
坂
下
町
水
魚
園
耳
毛
」
と
あ
る
の

で
、
嘉
永
四
(
一
八
五
一
)
年
は
、
四
十
三
歳
で
あ
る
。

こ
の
嘉
永
四
年
に
、
狂
俳
天
狗
を
自
称
し
て
、
合
同
で
自
撰
句
集
『
狂
俳
天
狗

七
部
集
』
を
刊
行
し
た
七
名
の
天
狗
た
ち
の
中
に
、
同
じ
水
魚
固
と
い
う
庵
名
を

も
っ
水
魚
園
大
凹
が
い
た
。
そ
の
吟
名
録
に
は
、
「
宮
町
水
魚
園
大
田
」
(
宮
町

は
現
在
の
中
区
錦
三
丁
目
・
東
区
東
桜
一
丁
目
に
属
す
る
伝
馬
町
通
り
に
沿
っ
た

あ
た
り
)
と
あ
る
。

耳
毛
と
大
凹
は
、
俳
号
も
居
所
も
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
年
を
と
る
と
、

耳
の
辺
の
毛
が
白
く
長
く
伸
び
る
者
が
い
る
。
耳
毛
と
は
、
そ
の
よ
う
な
特
徴
的

な
毛
が
伸
び
て
き
た
こ
と
か
ら
、
長
寿
の
意
味
を
こ
め
て
名
付
け
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
大
凹
が
、
明
治
に
な
っ
て
転
居
し
、
「
水
の
音
」
に
参
加
す

る
頃
、
耳
毛
に
改
号
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
「
撰
者
各
員
録
」
を
み
る
と
、
小
牧
か
ら
名
古
屋
へ
出
て
き
た
暁
光
亭

枝
玉
、
熱
田
(
名
古
屋
市
)
か
ら
中
津
川
(
岐
阜
県
)
へ
移
住
し
た
稲
本
楼
紫
玉

が
い
る
。
移
住
の
本
当
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
撰
者
と
し
て
の
活
動
場
所
を

か
え
た
と
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
て
お
も
し
ろ
い
。
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同 凡
例

一
、
翻
刻
に
あ
た
り
、
読
解
の
便
を
は
か
つ
て
、
次
の
よ
う
に
扱
っ
た
。

ー
、
濁
点
、
句
読
点
を
施
し
た
。
た
だ
し
、
底
本
に
あ
る
も
の
と
、
恋
意
に
施

し
た
も
の
と
を
区
別
し
て
い
な
い
。

2
、
異
体
字
を
含
め
て
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
字
体
に
改
め
た
。
た
だ
し
、

雅
号
と
人
名
に
使
わ
れ
た
「
涼
L

、
「
竜
」
と
「
龍
」
の
別
は
、
底
本
ど
お
り

と
し
、
「
粛
し
の
類
は
「
斎
」
に
統
一
す
る
な
ど
例
外
も
あ
る
。

3
、
慣
用
・
誤
用
の
漢
字
や
か
な
づ
か
い
も
、
誤
解
の
な
い
と
思
わ
れ
る
と
こ

ろ
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。

4
、
校
者
の
注
は
(

記
載
し
た
。

5
、
底
本
は
、
架
蔵
本
を
も
と
に
、
服
部
徳
次
郎
氏
蔵
本
・
吉
沢
義
夫
氏
蔵

本
・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
・
一
宮
市
図
書
館
蔵
本
で
補
っ
た
。

)
に
入
れ
、
本
文
中
に
加
え
た
。
ま
た
は
、

*
以
下
に

O
「
慨
水
の
音
」
初
編

(
表
紙
)

組
水
の
お
と
初
編

(
見
返
し
)

水
音
舎
月
次
集

粧
水
の
音
初
編

明
治
十
五
年
五
月
廿
日
御
届

年
同
月
出
版

隠
回
目
園

編
集
兼
出
板
人
梶
原
竹
哉

名
古
屋
区
七
小
町
百
六
十
四
番
邸

務富田和子

(
序
)

く
ろ
が
ね
は
い
や
し
け
れ
ど
も
、
こ
が
ね
に
ま
さ
る
用
あ
り
。
こ
〉
に
狂
俳
の

冠
句
て
ふ
も
の
の
技
ひ
く
う
し
て
、
く
ふ
(
食
)
た
ら
ね
ど
、
勧
善
懲
悪
の
道

を
さ
と
し
、
は
た
世
情
を
よ
く
穿
て
、
童
の
耳
に
も
ふ
れ
や
す
く
、
お
し
え
の

は
し
と
も
な
り
ぬ
ベ
し
。
さ
れ
ば
わ
れ
ら
が
鐘
の
あ
ら
ノ
¥
し
き
音
も
、
時
に

あ
ひ
て
鈴
は
か
鋭
に
動
ら
ん
と
有
志
の
友
を
v

つ
な
が
す
に
こ
そ
。

其
風
述

O
「
腕
水
の
音
」
ニ
編

(
表
紙
)
*
「
お
と
」
を
「
音
」
と
表
記
。
二
一
十
九
編
ま
で
同
じ
(
以
下
省

略)。
組
水
の
音
二
編

(
見
返
し
)
*
梶
原
竹
哉
が
七
小
町
(
現
在
の
東
区
)
か
ら
宮
町
へ
転
居
。
五

編
ま
で
、
出
版
月
の
他
は
同
じ
。

水

音

舎

月

次

集

閲

岡

日

困

服
水
乃
音
二
編

明
治
十
五
年
五
月
廿
日
御
届

年
六
月
出
版

同

編
集
兼
出
板
人
梶
原
竹
哉

名
古
屋
区
宮
町
壱
丁
目
乙
一
番
邸

(
序
)

行
水
の
流
れ
久
し
く
し
て
、
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
。
此
冠
句
も
も
と
連
俳
よ
り

出
て
、
水
上
は
お
な
じ
。
さ
れ
ば
正
風
の
意
味
深
長
を
慕
ひ
、
清
き
な
が
れ
を

く
み
て
、
か
た
み
に
綾
を
洗
ふ
ベ
く
、
し
ら
べ
も
道
も
濁
さ
ず
ば
、
お
の
づ
か
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O
「
慨
水
の
音
」
四
編

(
見
返
し
)
*
出
版
月
は
八
月
。
他
は
二
編
に
同
じ
。
省
略
。

(
序
)

水
の
音
の
高
吟
は
元
禄
の
む
か
し
と
ふ
り
ぬ
れ
ど
も
、
流
れ
の
末
は
あ
る
ら
し

く
、
此
冠
句
に
も
も
て
は
や
し
、
は
や
口
養
の
梓
に
能
任
せ
て
、
世
に
行
る
〉

こ
そ
お
か
し
け
れ
。
さ
れ
ば
こ
の
道
に
こ
〉
ろ
ざ
し
浅
か
ら
ぬ
人
々
の
あ
や
ま

ち
て
古
池
に
飛
込
と
も
、
水
か
け
論
の
愁
な
く
、
ま
た
他
の
瑚
り
笑
を
か
も
す

ら
方
円
の
器
に
随
ひ
、
な
ほ
い
や
ま
し
に
さ
か
へ
ん
事
を
は
か
り
で
、
魂
あ
へ

る
友
ど
ち
つ
ど
ひ
、
翁
の
一
旬
を
そ
の
ま
L

水
の
お
と
L

は
名
づ
け
る
。

米
国
し
る
す

O
「
慨
水
の
音
」
三
編

(
見
返
し
)
*
出
版
月
は
七
月
。
他
は
二
編
に
同
じ
。
省
略
。

(
序
)

花
に
な
く
鴬
、
水
に
す
む
蛙
の
声
を
き
け
ば
、
い
き
と
し
い
け
る
も
の
、
い
づ

れ
か
歌
を
読
ざ
り
け
る
。
我
風
教
の
雑
俳
も
っ
と
め
励
み
て
怠
ら
ず
。
か
の
、
深

潟
の
下
ゆ
く
水
の
音
き
け
ば
、
む
す
ば
ぬ
そ
で
も
す
Y
し
か
り
け
り
な
ど
い
ふ

古
歌
も
た
、
三
水
音
の
絶
さ
ぬ
こ
と
を
た
の
し
む
な
ら
ん
。
河
海
は
細
流
を
掬
は

ず
と
い
ふ
心
、
も
し
く
は
温
故
知
新
の
趣
意
に
て
筆
す
さ
び
に
請
な
け
れ
ば
退

之
の
奥
殖
を
い
さ
h
穿
つ
も
何
の
難
き
や
あ
ら
む
な
ど
評
す
る
も
の
は

九
華
(
桑
名
)
町
の
半
日
庵
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四

も
、
蛙
の
願
た
る
た
め
し
な
け
れ
ば
、
し
た
し
く
よ
り
て
心
を
洗
ふ
に
し
か
じ

と
、
か
の
酔
し
て
は
水
底
に
眠
る
。知

章
の
徒
を
た
の
む

酒
の
家
計
樽

し
る
す

O
「
腕
水
の
音
」
五
編

(
見
返
し
)
*
出
版
月
は
九
月
。
他
は
二
編
に
同
じ
。
省
略
。

(
序
)

豆
腐
に
鑓
、
糠
に
釘
う
ち
、
人
に
よ
っ
て
き
く
な
ら
む
。
か
た
ち
の
な
き
も
有

や
う
に
唾
を
上
手
に
つ
く
も
の
は
三
代
唖
の
罪
も
あ
り
。
は
た
阿
鼻
焼
熱
の
苦

を
う
く
と
も
、
彼
朱
樹
翁
(
士
朗
)
の
言
葉
も
あ
れ
ば
狂
句
の
底
意
を
失
わ
ず

た
の
し
み
給
へ
と
老
婆
心
を
の
ぷ
る
も
の
は

七
十
四
翁

水
魚
園

O
「
慨
水
の
音
」
六
編

(
見
返
し
)
*
出
版
の
御
届
日
は
、
十
月
廿
五
日
。
出
版
月
は
十
一
月
。
定
価

は
=
一
銭
五
厘
に
値
上
り
。
十
編
ま
で
、
出
版
月
の
他
は
同
じ
。

水

音

舎

月

次

集

定

価

三

銭

五

厘

慨
水
乃
音
六
編

明
治
十
五
年
十
月
廿
五
日
御
届
編
集
兼
出
板
人
梶
原
竹
哉

同

年

十

一

月

出

版

名

古

屋

区

宮

町

壱

丁

目

乙

一

番

邸

(
序
)

我
社
の
狂
俳
は
日
々
に
末
広
が
り
。
作
意
は
は
し
が
L

り
を
出
、
本
舞
台
に
う



翻刻「狂俳水の音」序(初編から十六編・四十一編〉

O
「
開
水
の
音
」
八
編

(
見
返
し
)
*
出
版
年
月
は
十
六
年
一
月
。
他
は
六
編
に
同
じ
。
省
略
。

(
序
)

冠
句
の
道
た
る
や
、
月
・
ゆ
き
・
花
は
更
な
り
。
雅
に
ま
れ
俗
に
ま
れ
、
わ
づ

か
の
文
字
に
て
い
ひ
た
ら
は
し
、
こ
と
な
る
風
韻
の
あ
る
も
の
な
れ
ば
、
人
に

親
睦
す
る
の
妙
技
と
も
い
ひ
つ
べ
き
か
。
さ
れ
ば
水
の
音
の
巻
を
文
机
に
置

て
、
調
詠
の
亀
鑑
と
し
、
お
も
ふ
ど
ち
、
此
道
を
打
か
た
ら
は
ん
に
、
君
子
の

つ
り
、
太
朗
冠
者
の
身
の
上
よ
り
大
名
の
行
ひ
ま
で
つ
Y
り
た
の
し
む
。
大
御

代
の
ひ
か
り
の
ど
け
き
春
日
山
、
人
も
冠
句
を
さ
す
な
ら
む
。
我
も
冠
旬
を
さ

そ
ふ
よ
と
、

た
が
ひ
に
は
げ
み
競
は
む
こ
と
を
あ
ふ
ぎ
、
も
と
む
る
も
の
は

貫
々
居

O
「
臨
水
の
音
」
七
編

(
見
返
し
)
*
出
版
月
は
十
二
月
。
他
は
六
編
に
同
じ
。
省
略
。

(
序
)

日
々
新
と
し
て
又
新
な
る
句
作
、
頬
を
打
て
感
称
し
、
腹
を
か
〉
へ
る
お
か
し

み
も
、
打
越
し
・
去
嫌
ひ
の
遠
間
も
な
く
、
心
の
欲
す
る
所
に
し
た
が
ひ
て
矩

を
臨
れ
ば
、
杓
子
定
規
の
そ
し
り
も
ま
ぬ
が
れ
が
た
し
。
さ
れ
ば
、
月
々
の
発

免
を
閲
し
、
こ
〉
ろ
に
練
磨
す
れ
ば
お
の
づ
か
ら
正
し
き
風
致
に
入
る
の
道
、

庶
か
ら
ん
。

東
園
而
暁

磯冨田和子

ママ

交
り
は
淡
し
く
し
て
水
の
如
し
と
い
へ
る
が
ご
と
く
あ
ら
ま
ほ
し
き
こ
と
に
な

む。

佳
楽

O
「
腕
水
の
音
」
九
編

(
見
返
し
)
*
出
版
年
月
は
十
六
年
二
月
。
他
は
六
編
に
同
じ
。
省
略
。

(
序
)

水
の
こ
L

ろ
こ
り
て
玉
と
な
れ
る
に
ひ
と
し
く
、
水
の
音
の
月
な
み
集
も
、
は

や
九
つ
の
編
を
重
ね
て
世
に
ひ
ろ
く
か
Y
や
き
ぬ
。
こ
れ
全
社
中
の
研
究
に
出

し
、
い
は
を
な
れ
ば
、
猶
し
た
し
み
の
談
と
し
か
ら
ぬ
、
意
を
画
て
、
序
詞
の

債
ひ
と
寄
る
事
し
か
り
。

千
代
の
家
述

述

O
「
師
水
の
音
」
十
編

(
見
返
し
)
*
出
版
年
月
は
十
六
年
三
月
。
他
は
六
編
に
同
じ
。
省
略
。

(
序
)

現
(
眠
)
江
の
碩
醸
、
我
足
に
入
り
て
底
な
し
と
言
る
が
如
く
、
水
の
音
の
編

集
も
人
々
の
清
吟
、
月
次
ミ
つ
も
り
で
十
編
の
広
き
に
至
り
ぬ
。
予
も
此
流
に

浴
し
て
、
耳
目
を
濯
ぎ
、
拙
き
志
を
述
て
、
は
じ
か
き
の
ま
ね
び
と
す
る
に
な

ん。

子
日
庵
し
る
す

五
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O
「
悶
水
の
音
」
十
一
編

(
見
返
し
)
*
出
版
の
御
届
日
は
、
十
六
年
三
月
廿
七
日
。
出
版
月
は
四
月
。

定
価
は
四
銭
に
値
上
り
。
十
五
編
ま
で
、
出
版
月
の
他
は
同
じ
。

水

音

舎

月

次

集

悶

岡

回

闘

組
水
乃
音
十
一
編

明
治
十
六
年
三
月
廿
七
日
御
届

同

年

四

月

出

版

編
集
兼
出
板
人
梶
原
竹
哉

名
古
屋
区
宮
町
壱
丁
目
乙
一
番
邸

(
序
)

水
の
音
の
佳
意
は
古
池
の
ふ
る
き
を
し
た
ひ
、
句
調
は
変
化
究
り
な
き
も
、
翁

の
遺
語
の
三
ツ
に
と
Y
ま
り
、
流
行
は
ま
た
こ
と
に
し
て
、
遠
く
東
の
都
に
聞

え
、
人
々
の
技
吟
あ
り
し
よ
り
、
か
く
て
盛
に
は
な
り
ぬ
。
さ
れ
ば
社
中
の
本

懐
こ
L

に
つ
く
せ
り
と
よ
ろ
こ
ば
し
き
に
、
と
り
あ
へ
ず
禿
筆
と
り
て
書
つ
く

る
は
、
み
づ
の
と
未
の
春
の
頃
、
硯
の
水
も
ぬ
る
む
日
に
ぞ
有
け
る
。

錦
帯
軒
五
橋
述

O
「
慨
水
の
音
」
十
ニ
編

(
見
返
し
)
*
出
版
月
は
五
月
。
他
は
十
一
編
に
同
じ
。
省
略
。

(
序
)

い
く
ぞ
た
び
、
か
き
濁
し
て
も
澄
か
へ
る
、
水
や
み
く
に
の
こ
〉
ろ
と
は
、
世

に
名
だ
〉
る
秀
逸
に
し
て
、
我
社
中
の
臭
気
を
濯
ぐ
頴
川
な
り
け
り
。
い
ま
や

十
二
回
の
編
輯
な
り
し
筆
く
さ
の
し
げ
き
に
し
げ
る
そ
が
中
に
猶
も
根
ざ
し
が

清
か
ら
ん
数
吟
を
こ
そ
接
か
は
し
け
れ
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十
六
年
未
春

稲
本
楼
主
人
し
る
す

O
「
開
水
の
音
」
十
三
編

(
見
返
し
)
*
出
版
月
は
六
月
。
他
は
十
一
編
に
同
じ
。
省
略
。

(
序
は
未
見
。
欠
丁
か
)

O
「
削
水
の
音
」
十
四
編

(
見
返
し
)
*
出
版
月
は
七
月
。
他
は
十
一
編
に
同
じ
。
省
略
。

(
序
)

水
の
音
の
集
、
名
興
り
た
る
は
、
祖
翁
の
心
裏
を
尊
み
、
社
員
こ
ぞ
り
て
月
次

に
集
巻
な
れ
り
け
る
。
さ
れ
ば
句
作
あ
ら
ん
、

つ
ど
/
¥
た
、
ョ
し
き
風
に
し
み

た
ま
へ
と
、
ま
ご
L

ろ
を
の
ぶ
る
も
の
は

よ
し
か
な

O
「
聞
水
の
音
」
十
五
編

(
見
返
し
)
*
出
版
月
は
八
月
。
他
は
十
一
編
に
同
じ
。
省
略
。

(
序
)

た
だ
し
き
風
の
ひ
か
り
世
に
か
Y
き
て
、
人
み
な
仰
ぎ
尊
め
り
。
そ
も
俳
譜
家

訓
の
三
条
は
、
我
か
ぶ
り
句
の
う
へ
に
も
か
く
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
友
ど
ち
き

そ
ふ
心
よ
り
、
元
禄
の
む
か
し
を
し
た
ひ
、
奥
の
細
道
わ
け
入
て
、
さ
び
・
し

ほ
り
を
味
は
へ
ば
、
雑
兎
・
萄
葺
の
往
か
ふ
途
に
迷
ふ
こ
と
も
翁
の
杖
に
導
れ



翻亥1]I狂俳水の音」序(初編から十六編・四十一線)

柳
圃
書

て
、
終
に
蕉
門
の
格
に
入
ら
む
事
を
ね
が
ふ
に
こ
そ

史
観

*
雄
兎
(
チ
ト
)
は
、
維
と
兎
を
捕
え
る
猟
師
。
費
莞
(
ス
ウ
ギ
ョ
ウ
)
は
、

草
刈
り
と
木
こ
り
。

O
「
師
水
の
音
」
十
六
編

(
見
返
し
)
*
出
版
の
御
届
日
は
、
十
六
年
八
月
廿
四
日
。
出
版
月
は
九
月
。

十
九
編
ま
で
、
出
版
月
の
他
は
同
じ
。

水

音

舎

月

次

集

悶

咽

四

闘

間
水
乃
音
十
六
編

明
治
十
六
年
八
月
廿
四
日
御
届

同

年

九

月

出

版

編
集
兼
出
板
人
梶
原
竹
哉

名
古
屋
区
宮
町
壱
丁
目
乙
一
番
邸

(
序
)

再
王
は
水
を
埋
め
て
あ
ま
ね
く
世
に
崇
ら
る
。
祖
翁
は
水
の
音
の
一
旬
に
正
風

一
派
の
さ
と
り
を
ひ
ら
き
、
門
下
の
人
々
を
諭
し
給
ふ
。
其
風
韻
を
嗣
で
、
月

次
集
の
水
の
音
も
泊
々
と
し
て
わ
た
く
し
な
け
れ
ば
、
た
ま
/
¥
さ
Y
れ
江
の

さ
〉
濁
り
を
こ
し
、
心
え
ず
も
い
つ
し
か
清
く
澄
わ
た
り
て
流
る
〉
音
の
ひ
Y

き
に
応
じ
、
ひ
む
が
し
の
都
に
遠
く
樋
を
わ
た
し
て
、
か
た
み
に
酌
か
わ
す
こ

と
〉
は
な
り
ぬ
。

穆冨田和子

誌

O
「
閑
水
の
音
」
十
七
編
か
ら
四
十
編
ま
で
の
序
は
未
見
。

O
「
胸
水
乃
音
叢
誌
四
拾
編
」

(
見
返
し
)

水
音
社
月
次
集

明
治
十
八
年
九
月
発
行

壱
冊
定
価
金
四
銭

郵
便
に
て
逓
送
の
分
は
別
に
郵
税
壱
銭
申
受
事

O
「
牌
水
の
音
」
四
十
一
編

(
表
紙
)
*
角
書
が
「
単
俳
」
に
か
わ
る
。
四
十
三
編
ま
で
。

僻
水
の
音
四
十
一
一
編

(
見
返
し
)
*
角
書
が
「
俳
譜
単
句
」
に
、
誌
名
の
表
記
「
水
乃
音
」
が
「
水

廼
音
し
に
か
わ
る
。

水
音
杜
月
次
集
閲
岡
幽
囚
闘
一

謹
水
廼
音

明
治
十
八
年
十
月
発
行
編
輯
人

持
主
兼
印
刷
人

愛
知
熱
田
旗
屋
町

全
名
古
屋
宮
町
壱
丁
目 松

井
又
左
衛
門

梶
原
竹
哉

(
序
)

諸
言

俳
譜
と
い
ふ
は
、
既
に
先
哲
の
言
葉
の
如
く
滑
稽
な
り
。
安
永
の
頃
、
愛
知
に

始
る
俳
句
を
狂
俳
冠
句
と
言
ひ
、
或
は
前
句
と
呼
び
来
り
し
を
、
近
頃
、
雑
俳

と
称
て
、
此
道
を
た
し
む
も
の
、
尾
・
濃
・
三
に
満
々
た
り
。
是
入
る
に
正
し

七
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き
規
矩
な
く
、
仮
名
の
違
ひ
・
句
作
の
誤
り
等
を
等
閑
に
す
る
。
判
者
の
っ
と

め
薄
き
が
故
な
ら
ん
。
四
季
の
景
物
・
神
釈
・
恋
・
雑
・
人
倫
の
七
情
を
述
る

に
、
何
ぞ
詩
歌
・
連
俳
に
異
な
ら
ん
乎
。
さ
う
え
る
蕉
門
の
流
れ
を
汲
む
水
の

音
な
れ
ば
、
俳
譜
連
句
に
対
し
て
単
句
と
は
更
ぬ
。
一
旬
毎
に
心
詞
の
納
る
物

な
れ
ば
な
り
。
斯
て
陣
に
弐
法
を
も
設
け
撰
者
の
研
究
を
促
し
、
俳
土
の
智
識

を
聞
か
ん
と
、
其
は
し
室
聞
を
す
る
こ
と
ば
か
り
。

明
治
十
八
年
九
月

同同同同名@/'-.奥門
巾門古玉古初販付付
下前渡屋屋編売)】

町町町 ・書と両
各二百「水

大豊文伊紙桔滑清東書編ー撰の
黒川会藤屋月稽蘭壁林(覧者音
屋堂堂文清堂社堂堂 二〉各」
i葛造蔵 十員初
助 三録編

届」か
)ら

四
十

編
ま
で
の
販

室註

庖

覧

四
十
編
は

宮

三
州
刈
谷

間
榎
前

岐
阜

小
牧

知
多
郡
大
野

同
半
田

三
州
岡
崎

同
挙
母

同
豊
橋

同
牛
久
保

同蟹津
江島

一
ノ
宮

米
圏

し
る
す

岡
本
権
三
郎

本
屋
為
助

成
美
堂

期本
屋
新
造

西
川
六
左
衛
門

小
栗
太
郎
兵
衛

文
整
堂

本
屋
善
助

本
屋
熊
吉

ま
同同同三宮同同同同名で O
牛豊挙州 巾古鉄玉古未三
久橋母岡 下渡砲屋屋見編
保 崎 町町町)か

各つら
本喜大豊文伊紙桔清慶東書士三
屋多黒川会藤屋月蘭雲壁林工十
重屋屋堂堂文清堂堂堂堂 百五
兵徳寓 造蔵 東 巴編
衛左助 平 ( 
衛 内

十
編

十
/¥ 

編

十
!¥ 
編

十

編

同同
西
尾

喜
多
屋
徳
左
衛

本
屋
重
兵
衛

同同
西
尾
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発出
売版
人人

梶
原
竹
哉

慶
雲
堂
東
平

三
州
刈
谷
岡
本
権
三
郎

同

榎

前

本

屋

為

助

岐

阜

成

美

堂

小

牧

矧

知
多
郡
大
野
本
屋
新
造

同

半

田

西

川

六

左

衛

門

同

小

栗

太

郎

兵

衛

津

島

文

整

堂

蟹

江

本

屋

善

助

一

ノ

宮

本

屋

熊

吉

名
古
屋
区
宮
町
壱
丁
目

出

版

人

浜

水

堂

竹

哉

*
一
二
編
で
は
、
「
名
古
屋
門
前
町
滑
稽
社
」
が
抜
け
、
二
十
二
百
と
な
る
。

十
九
編
ま
で
同
じ
。
他
に
、
慶
雲
堂
東
平
の
所
在
地
が
「
同
(
名
古
屋
)
鉄
砲

町
」
と
記
載
さ
れ
、
「
出
版
人
梶
原
竹
哉
」
が
「
出
版
人
浜
水
堂
竹
哉
」
(
名

古
屋
区
宮
町
壱
丁
目
)
と
表
記
さ
れ
る
。



。
一
ニ
十
六
編
・
三
十
九
編
(
欠
丁
)

翻刻「狂俳水の音」序(初編から十六編・四十一編)

同

。
四
十
編
(
奥
付
に
七
百
。
販
売
書
庖
一
覧
を
欠
く
)

(
奥
付
)

持
主
兼
印
刷
人

編
輯
人

発
行
所

売
捌
所

。
四
十
一
編

玉
屋
町
永
東
」

売
捌
所

名
古
屋
玉
屋
町

同

鉄
砲
町

同

玉
屋
町

同

-冨田和子

名
古
屋
宮
町
一
丁
目

熱
田
旗
屋
町

宮
町
一
丁
目

名
古
屋
区
玉
屋
町

同

鉄

砲

町玉
屋
町

同同同同同刀ぇ高菱力く

本
町

鉄
砲
町

古
渡
町

東

同

東

知
多
大
野

平

同

=土ご
Eコ

梶
原
竹
哉

松
井
文
左
衛
門

浜
水
堂

片
野
東
四
郎

慶
雲
堂

鬼
頭
平
兵
衛

百
架
堂
吉
三
郎

川
瀬
代
助

梶
田
勘
助

清
蘭
堂本

同

多
治
見

新

同

福
岡

半
田

郁
文
堂 栗

濃
州
岐
阜

同

本

文

雲
母
堂

成
美
堂

駒

周

同

本
町

東川
雲
堂

間

同

同

鉄
砲
町

秋

一
ノ
富

本

蟹
江

本

稲
置

越

同

星
光
堂 代

同

西
尾

同牛
久
保

宝
飯
国
府

刈豊
谷橋

文
会
堂

川聞
益
堂

大平
星
ぷu4

主邑

岡

〈
撰
者
各
員
録
〉
は
三
編
か
ら
付
さ
れ
る
。

@
三
編
(
十
六
名
)

名
古
屋
区
禰
宜
町
五
丁
目

熱
田
伝
馬
町

名
古
屋
区
長
島
町
五
丁
目

熱
田
神
戸
町

愛
知
郡
野
田
村

名
古
屋
区
桑
名
町
二
丁
目

西
枇
杷
島
問
屋
町

名
古
屋
区
長
島
町
四
丁
目

州
挙
母

同

源

同

東
春
日
井
郡
小
牧

同大
曽
根
坂
下
町

熱
田
旗
屋
町

宅言F
E日

漠
水
堂

知
立

淡
月
堂
代
理
屈

賞展

同

大
拐リ

岡
崎
伝
馬
町

淡
月
堂

万

名
古
屋
古
渡
町

清
蘭
堂

主皇
国

同

茂

名
古
屋
区
宮
町
一
丁
目

発
行
所

権

暁
光
亭
枝
玉

旭
清
軒
芝
鶴

水
魚
園
耳
毛

米
園
通
賀

涼
川
居
其
風

半
日
庵
市
有

雲
月
庵
玉
川

貫
々
居
一
斎

同 名
古
屋
区
桑
名
町
四
丁
目

東
春
日
井
郡
小
牧

名
古
屋
区
鶴
震
町
三
丁
目

。
四
編
・
五
編
(
十
六
名
。
三
編
と
人
物
・
配
列
は
同
じ
。
但
し
、
酒
の
家
計

樽
が
長
島
町
四
丁
目
か
ら
官
原
町
二
丁
目
に
転
居
。
省
略
)

O
六
編
か
ら
十
三
編
(
十
八
名
。
中
島
郡
の
芳
春
亭
史
観
と
花
月
楼
よ
し
哉
が

平

同

(
三
十
一
一
屈
。
庖
名
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
名
古
屋

の
「
永
東
」
は
、
「
永
楽
屋
(
東
壁
堂
)
片
野
東
四
郎
」
の
略
)

小

牧

詞

三

州

新

城

鈴

武

稲

葉

芳

春

亭

同

岡

崎

旭
向
一
苧
鬼
松

稲
本
楼
紫
玉

千
代
の
家
緑

錦
帯
軒
五
橋

松
樹
亭
佳
楽

子
日
庵
松
山

東
園
而
暁

酒
の
家
計
樽

九
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参
加
)

中
島
郡
稲
葉
駅

名
古
屋
区
禰
宜
町
五
丁
目

熱
田
伝
馬
町

名
古
屋
区
長
島
町
五
丁
目

熱
田
神
戸
町

愛
知
郡
野
田
村

名
古
屋
区
桑
名
町
二
丁
目

西
枇
杷
島
問
屋
町

名
古
屋
区
官
原
町
二
丁
目

芳
春
亭
史
観

旭
向
亭
鬼
松

稲
本
楼
紫
玉

千
代
の
家
緑

錦
帯
軒
五
橋

松
樹
亭
佳
楽

子
日
庵
松
山

東
園
而
暁

酒
の
家
計
樽

中
島
郡
二
俣
村

東
春
日
井
郡
小
牧

同大
曽
根
坂
下
町

熱
田
旗
屋
町

名
古
屋
区
桑
名
町
四
丁
目

同東
春
日
井
郡
小
牧

名
古
屋
区
鶴
重
町
=
一
丁
目

花
月
楼
よ
し
哉

暁
光
亭
枝
玉

旭
清
軒
芝
鶴

水
魚
園
耳
毛

米
国
通
賀

涼
川
居
其
風

半
日
庵
市
有

雲
月
庵
玉
川

貫
々
居
一
斎

。
十
四
編
か
ら
十
五
編
(
二
十
名
。
小
牧
の
不
瞬
亭
紀
昌
と
鋼
亭
軽
香
が
参

加
。
暁
光
亭
枝
玉
が
小
牧
か
ら
名
古
屋
へ
移
住
)

中
島
郡
稲
葉
駅

中
島
郡
二
俣
村

名
古
屋
区
禰
宜
町
五
丁
目

熱
田
伝
馬
町

名
古
屋
区
長
島
町
五
丁
目

熱
田
神
戸
町

愛
知
郡
野
田
村

名
古
屋
区
桑
名
町
二
丁
目

西
枇
杷
島
問
屋
町

芳
春
亭
史
観

花
月
楼
よ
し
哉

旭
向
亭
鬼
松

稲
本
楼
紫
玉

千
代
の
家
緑

錦
帯
軒
五
橋

松
樹
亭
佳
楽

子
日
庵
松
山

東
閤
而
暁

春
日
井
郡
小
牧

同名
古
屋
花
屋
町
本
町
東
入
ル

東
春
日
井
郡
小
牧

大
曽
根
坂
下
町

熱
田
旗
屋
町

名
古
屋
区
桑
名
町
四
丁
目

同東
春
日
井
郡
小
牧

不
瞬
亭
紀
昌

司
亭
軽
香

暁
光
亭
枝
玉

旭
濡
軒
芝
鶴

水
魚
園
耳
毛

米
国
通
賀

涼
川
居
其
風

半
日
庵
市
有

雲
月
庵
弔
一
川

名
古
屋
区
菅
原
町
二
丁
目

酒
の
家
計
樽
一

。

名
古
屋
区
鶴
重
町
三
丁
目
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貰
々
居
一
斎

。
十
六
編
か
ら
十
九
編
・
三
十
七
編
〔
十
四
名
。
名
古
屋
の
子
日
庵
松
山
が
稚

松
に
改
号
か
。
同
錦
帯
軒
五
橋
と
暁
光
亭
枝
玉
(
十
三
編
ま
で
、
小
牧
在

住
)
、
小
牧
の
不
瞬
亭
紀
昌
・
鋼
亭
軽
香
・
旭
清
軒
芝
鶴
・
雲
月
庵
玉
川
が

不
参
加
〕

中
島
郡
稲
葉
駅

中
島
郡
二
俣
村

名
古
屋
区
禰
宜
町
五
丁
目

熱
田
伝
馬
町

名
古
屋
区
長
島
町
五
丁
目

愛
知
郡
野
田
村

名
古
屋
区
桑
名
町
二
丁
目

芳
春
亭
史
観

花
月
楼
よ
し
哉

旭
向
亭
鬼
松

稲
本
楼
紫
玉

千
代
の
家
緑

松
樹
亭
佳
楽

子
日
庵
稚
松

西
枇
杷
島
問
屋
町

名
古
屋
区
菅
原
町
二
丁
目

大
曽
根
坂
下
町

熱
田
旗
屋
町

名
古
屋
区
桑
名
町
四
丁
目

同名
古
屋
区
鶴
重
町
三
丁
目

東
園
而
暁

酒
の
家
計
樽

水
魚
園
耳
毛

米
園
通
賀

涼
川
居
其
風

半
日
庵
市
有

貫
々
居
一
斎

。
二
一
十
三
編
か
ら
三
十
五
編
(
十
三
名
。
十
六
編
の
板
面
か
ら
東
園
而
暁
を
削

除
。
省
略
)

。
一
二
十
六
編
・
三
十
九
編
(
欠
丁
)

。
四
十
編
・
四
十
一
編
(
二
十
名
。
十
六
編
の
十
四
名
の
内
、
名
古
屋
の
旭
向

亭
鬼
松
と
西
枇
杷
島
の
東
国
市
暁
が
不
参
加
。
熱
田
の
錦
帯
軒
五
橋
が
復
帰
。

新
た
に
名
古
屋
の
玉
斎
寿
・
幽
渓
舎
虎
友
・
春
雨
亭
柳
園
、
知
多
の
周
清
堂
二

朝
・
楳
々
舎
市
楽
、
千
種
村
の
青
柳
亭
玉
光
、
中
島
郡
の
可
笑
閑
諸
楽
の
七
名
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名
古
屋
区
東
田
町
三
丁
目

玉
斎
寿

が
参
加
。
錦
帯
軒
五
橋
が
復
帰
。
な
お
、
稲
本
楼
紫
玉
が
中
津
川
へ
移
住
)

濃

州

中

津

川

稲

本

楼

紫

玉

知
多
郡
加
木
屋
村

周
清
堂
二
朝

同

楳
々
舎
市
楽

愛
知
郡
千
種
村

青
柳
亭
玉
光

中
島
郡
五
ツ
家

可
笑
圏
諸
楽

名
古
屋
区
長
島
町
三
丁
目

幽
渓
舎
虎
友

浜
町
一
丁
目

同

春
雨
亭
柳
圃

中
島
郡
稲
葉
駅

芳
春
亭
史
観

二
俣
村

同

花
月
楼
よ
し
哉

愛
知
郡
野
田
村

松
樹
亭
佳
楽

i主

熱
田
神
戸
町

同

長
島
町
五
丁
目

錦
帯
軒
五
橋

千
代
の
家
緑

子
日
庵
稚
松

酒
の
家
計
樽

水
魚
園
耳
毛

米
国
通
賀

涼
川
居
其
風

半
日
庵
市
有

貫
々
居
一
斎

(
1
)
黄
木
宏
行
編
「
郷
土
新
聞
雑
誌
年
表
|
明
治
時
代
」
(
「
中
部
図
書
館
学
界
誌
」

2

1

一
九
六

O
年
九
月
)
、
服
部
鉦
太
郎
著
「
写
真
図
説
明
治
の
名
古
屋
「
世
相
編
年
事

典
L

(

一
九
六
八
年
泰
文
堂
)
参
照
。

(
2
)
中
島
古
洞
氏
蔵
。
こ
の
発
行
年
月
日
は
落
丁
の
た
め
、
抑
一
編
が
大
正
五
年
八
月
発
行

と
あ
る
こ
と
よ
り
、
推
測
し
た
。

(
3
)
『
尾
張
狂
俳
の
研
究
』
第
三
章
(
勉
誠
出
版
二

O
O八
年
三
月
刊
)
参
照
。

(
4
)
「
名
古
屋
『
雅
風
教
会
規
約
』
に
み
る
教
導
職
制
度
の
影
響
L

(

「
椙
山
国
文
学
」
お

二
O
O九
年
三
月
)
に
付
し
た
翻
刻
「
雅
風
教
会
規
約
」
の

O
A
「
俳
諮
単
句
改
良

緒ヰ一一口
L

(

二
九
頁
)
参
照
。

同

桑
名
町
二
丁
目

同

菅
原
町
二
丁
目

大
曽
根
坂
下
町

熱
田
旗
屋
町

名
古
屋
区
桑
名
町
四
丁
目

同同

鶴
重
町
三
丁
目

付
記本

稿
は
、
椙
山
女
学
園
大
学

る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

貴
重
な
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
鈴
木
勝
忠
氏
・
服
部
徳
次
郎
氏
・
吉

沢
義
夫
氏
、
国
立
国
会
図
書
館
・
一
宮
市
図
書
館
に
は
、
心
よ
り
謝
意
を
表
し
ま

す。

平
成
紅
年
度
学
園
研
究
費
助
成
金

(
B
)
に
よ

m
E

【
著
者
略
歴
】

一
冨
田
和
子
(
と
み
だ
か
ず
こ
)

一
九
五
九
年
愛
知
県
生
ま
れ

一

所

属

・

現

職

一
最
終
学
歴
・
学
位

一

所

属

学

会

一

専

攻

領

域

一

主

要

論

文

他

椙
山
女
学
園
大
学
現
代
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
助
手

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
・
博
士
(
人
間
文
化
)

俳
文
学
会
・
日
本
近
世
文
学
会
な
ど

日
本
文
学
(
俳
文
学
・
児
童
文
学
)

『
尾
張
狂
俳
の
研
究
』
(
勉
誠
出
版
二

O
O八
年
三
月
)

『
俳
文
学
大
辞
典
』
(
角
川
書
庖
一
九
九
五
年
)
に
「
狂
俳
」
一

含

め

お

項

目

を

執

筆

担

当

一
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